
平成

 

小児がん患者

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

子保健総合医療センターにおける

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

録に貢献できると考えられた。

 

 

 

Ａ．研究目的

 平成

府立母子保健総合医療センターで新規に診断

された小児がん症例を

に集計できるかどうかを

Ｂ．研究方法

 平成

保健総合医療センターで新規に診断された小

児がん症例を集計した

すなわち、

小児がん症例を診療する可能性のある診療科

すべてに新規診断症例について診療情報管理

室に報告させた。また、検査科病理が診断し

た小児がん症例のリストを診療情報管理室に

提出させた。さらに、毎週開催される

Board

平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

大阪府立母子保健総合医療センターにおける

小児がん患者の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

子保健総合医療センターにおける

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

録に貢献できると考えられた。

Ａ．研究目的 

平成 26年 1月—

府立母子保健総合医療センターで新規に診断

された小児がん症例を

集計できるかどうかを

Ｂ．研究方法 

平成 26年 1月—

保健総合医療センターで新規に診断された小

児がん症例を集計した

すなわち、血液・腫瘍科、小児外科を含め、

小児がん症例を診療する可能性のある診療科

すべてに新規診断症例について診療情報管理

室に報告させた。また、検査科病理が診断し

た小児がん症例のリストを診療情報管理室に

提出させた。さらに、毎週開催される

Board で検討した小児がん症例リストを診療

年度厚生労働科学研究費補助金

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

大阪府立母子保健総合医療センターにおける

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

子保健総合医療センターにおける

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

録に貢献できると考えられた。

—12 月の期間において、大阪

府立母子保健総合医療センターで新規に診断

された小児がん症例を支障なく

集計できるかどうかを検討する

—12 月の期間に大阪府立母子

保健総合医療センターで新規に診断された小

児がん症例を集計した。 

血液・腫瘍科、小児外科を含め、

小児がん症例を診療する可能性のある診療科

すべてに新規診断症例について診療情報管理

室に報告させた。また、検査科病理が診断し

た小児がん症例のリストを診療情報管理室に

提出させた。さらに、毎週開催される

で検討した小児がん症例リストを診療

年度厚生労働科学研究費補助金

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

分担研究報告書

大阪府立母子保健総合医療センターにおける

研究分担者

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

子保健総合医療センターにおける院内がん登録症例を集計した

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

録に貢献できると考えられた。 

月の期間において、大阪

府立母子保健総合医療センターで新規に診断

支障なく漏れなく正確

検討する。 

月の期間に大阪府立母子

保健総合医療センターで新規に診断された小

血液・腫瘍科、小児外科を含め、

小児がん症例を診療する可能性のある診療科

すべてに新規診断症例について診療情報管理

室に報告させた。また、検査科病理が診断し

た小児がん症例のリストを診療情報管理室に

提出させた。さらに、毎週開催される Cancer 

で検討した小児がん症例リストを診療

年度厚生労働科学研究費補助金 がん対策推進総合研究事業（がん政策研究事業）

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

 

分担研究報告書

大阪府立母子保健総合医療センターにおける

研究分担者 井上雅美

 

研究要旨 

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

院内がん登録症例を集計した

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

月の期間において、大阪

府立母子保健総合医療センターで新規に診断

漏れなく正確

月の期間に大阪府立母子

保健総合医療センターで新規に診断された小

血液・腫瘍科、小児外科を含め、

小児がん症例を診療する可能性のある診療科

すべてに新規診断症例について診療情報管理

室に報告させた。また、検査科病理が診断し

た小児がん症例のリストを診療情報管理室に

Cancer 

で検討した小児がん症例リストを診療

情報管理室に提出した

（個人情報を含む）を診療情報管理室が

し、重複症例がないように整理・集計した。

すべての小児がん症例のうち、新規に診断さ

れた症例（再発例などを除外）のリストを作

成した。

Ｃ．研究結果

 造血

が、平成

がんと診断された症例であった。

理室が

よく収集することができた

Ｄ．考察

 診療科からの報告だけでなく、

Board

データを収集することで、より正確な

がん対策推進総合研究事業（がん政策研究事業）

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

分担研究報告書 

大阪府立母子保健総合医療センターにおける病院内教育環境の

井上雅美 

 

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである

院内がん登録症例を集計した。単一施設のデータではあるが、

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

情報管理室に提出した

（個人情報を含む）を診療情報管理室が

し、重複症例がないように整理・集計した。

すべての小児がん症例のうち、新規に診断さ

れた症例（再発例などを除外）のリストを作

成した。 

Ｃ．研究結果 

造血器腫瘍 15

が、平成 26年 1

がんと診断された症例であった。

理室が中心的役割を担うことで

よく収集することができた

Ｄ．考察 

診療科からの報告だけでなく、

Board、検査科病理のデータを併せて複合的に

データを収集することで、より正確な

がん対策推進総合研究事業（がん政策研究事業）

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究

病院内教育環境の調査

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

ために、基盤となるデータ・情報を収集するための重要な取り組みである。今回、

単一施設のデータではあるが、

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

情報管理室に提出した。すべての症例データ

（個人情報を含む）を診療情報管理室が

し、重複症例がないように整理・集計した。

すべての小児がん症例のうち、新規に診断さ

れた症例（再発例などを除外）のリストを作

 

15 例、固形腫瘍

1月—12 月の期間に新規に小児

がんと診断された症例であった。

中心的役割を担うことで

よく収集することができた。

診療科からの報告だけでなく、

、検査科病理のデータを併せて複合的に

データを収集することで、より正確な

がん対策推進総合研究事業（がん政策研究事業）

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究（松本班）

調査 

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

今回、大阪府立母

単一施設のデータではあるが、

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

すべての症例データ

（個人情報を含む）を診療情報管理室が

し、重複症例がないように整理・集計した。

すべての小児がん症例のうち、新規に診断さ

れた症例（再発例などを除外）のリストを作

例、固形腫瘍 25 例、計

月の期間に新規に小児

がんと診断された症例であった。診療情報管

中心的役割を担うことでデータを効率

。 

診療科からの報告だけでなく、Cancer 

、検査科病理のデータを併せて複合的に

データを収集することで、より正確な症例リ

がん対策推進総合研究事業（がん政策研究事業） 

班） 

の動態調査は、小児がん医療提供体制をどのように構築すべきか立案・計画する

大阪府立母

単一施設のデータではあるが、

このような院内がん登録を悉皆的に行うことができれば、ひいては地域がん登録、国のがん登

すべての症例データ

（個人情報を含む）を診療情報管理室が検討

し、重複症例がないように整理・集計した。

すべての小児がん症例のうち、新規に診断さ

れた症例（再発例などを除外）のリストを作

、計 40 例

月の期間に新規に小児

診療情報管

データを効率

Cancer 

、検査科病理のデータを併せて複合的に

症例リ



ストを

Ｅ．結論

 大阪府立母子保健総合医療センターにお

て、診療情報管理室が中心的役割を担うこと

で、新規に診断された

リストを作成する

を作成できた。

Ｅ．結論 

大阪府立母子保健総合医療センターにお

診療情報管理室が中心的役割を担うこと

新規に診断された

リストを作成する

できた。 

大阪府立母子保健総合医療センターにお

診療情報管理室が中心的役割を担うこと

新規に診断された小児がん

リストを作成することが可能であった

大阪府立母子保健総合医療センターにお

診療情報管理室が中心的役割を担うこと

小児がん症例の正確な

ことが可能であった。 

大阪府立母子保健総合医療センターにおい

診療情報管理室が中心的役割を担うこと

正確な

 

Ｇ．研究発表

 １．論文発表

 ２．学会発表

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。）

 該当なし。

Ｇ．研究発表 

１．論文発表

２．学会発表

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

該当なし。 

 

１．論文発表 該当なし。

２．学会発表 該当なし。

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

 

該当なし。 

該当なし。 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

 


